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研究成果の概要（和文）： 研究の基礎となる墨書土器研究文献目録は2180点を数え、明治大学の日本古代学研
究所のホームページで公開している。画像つきの詳細なデータベースは、山形県・茨城県（補遺）・奈良県（平
城京）、兵庫県・広島県・鳥取県（因幡国・伯耆国）・鹿児島県（薩摩国補遺）・鹿児島県（大隅国）を公開し
た。現在は、三重県・滋賀県・島根県・岡山県のデータ集成が終わり、入力を準備中である。
 その結果、都城を含め、日本全国の墨書土器の状況の理解と比較研究が、できるようになった。また、全国墨
書・刻書土器データベース検索（オンライン検索）」のシステムによって、ネット上で墨書土器の検索が可能で
ある。

研究成果の概要（英文）：Since very few sources are available for research into the ancient history 
of Japan, artifacts with inscriptions that have been archaeologically excavated are indispensable. 
We have created electronic database of pottery with ink inscriptions and carved characters 
discovered in Japan, and published it on the homepage of the Meiji University. The database consists
 of 2180 references of relevant literature as well as pottery discovered from the northeastern 
mainland Japan to Kyushu. Because our database is available through internet, to which anybody can 
search and access.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）文献・文字史料がきわめて少ない日本
古代史の分野では、出土文字史料の木簡・墨
書土器（含刻書土器）・文字瓦などが貴重な
史・資料である。木簡に関しては、独立行政
法人奈良文化財研究所(奈文研)が木簡データ
ベースを公開しているが、墨書土器について
はデーベースが存在していなかった。 
 
（2）当初は、全国の簡易型墨書土器データ
ベースとして、「釈文・遺跡名・所在・出典」
の形式で公開してきた。その後、詳細なデー
タベースとして、「遺跡名・所在地・出土遺
構・出土状況・時期・器質・器種・寸法・記
銘部位・記銘方向・字体」を網羅する形式で、
墨書土器研究文献目録とともに、明治大学・
古代学研究所のホームページで公開した
（http://www.kisc.meiji.ac.jp/~meikodai/）。
しかし、膨大な作業が必要なため、全国的な
詳細な墨書土器データベースの構築は、形成
途上であった。 
 
（3）データベースの公開は、すでに『史学
雑誌』(史学会)や『日本歴史』（日本歴史学会）
をはじめとする古代史学界で高く評価され、
日本古代史研究に欠かせないツールとして
各地の研究者に利用され始め、全国的な詳細
なデータベースの完成が求められていた。 
 
２．研究の目的 
（1）日本古代史では、研究史料となる文献
がきわめて少なく、考古学の発掘調査によっ
て出土する木簡･墨書土器（含刻書土器）・文
字瓦などの出土文字史料が重要な研究素材
である。数十万点とされる木簡は、奈良文化
財研究所により木簡データベースとしてネ
ット上で公開されている。木簡につぐ数の墨
書土器については、本申請代表者が明治大学
の古代学研究所のホームページで、検索機能
も付加して公開し、古代史研究に寄与してき
た。日本国内における詳細な画像情報付きの
墨書土器データベースを完成・公開すること
は、古代史研究を発展させるために喫緊の課
題である。なお、全国版の作成は我々の研究
しかない。 
 
（2）毎年、出土数が増加している墨書土器
データベースを拡充させることが重要で、文
字史料の少ない古代史では必要不可欠な研
究作業である。これまでは一部の県・市の行
政単位で県・市史の編纂作業の一環として作
られてきたが、県・市史の刊行後は終了する
のが現実である。そのため、データベースの
集成作業は、県・市史の編纂作業と関係なく
継続していく必要がある。 
 
（3）日本の墨書土器は、古代中国・朝鮮の
影響を受けているので、東アジアの視点から
研究する。韓国・中国出土の墨書土器との比
較研究は、なかなか進まない。こうした比較

史の立場を維持しながら、まず日本における
詳細な墨書土器データベースの構築に向け
て全力投球する必要がある。また、日本にお
いても地域によって、墨書土器の出土点数に
は多寡があり、各地の地域的特徴を把握して
いく必要がある。 
 
３．研究の方法 
（1）歴史学においては、史料集成としての
データベース構築自体が重要な研究である。
墨書土器（含刻書土器）に関係する報告書・
概報・年報・地方史誌などの図書・文献の調
査を行い、必要な報告書等を購入するととも
に、現地の大学・博物館・埋蔵文化財センタ
ー等に出張して、各種文献の複写・収集を行
う。連携研究者の支援をえて、各地域の出土
文字史料の関係図書と研究文献を集成する。
そして、必要事項を入力し、日本全国の墨書
土器研究文献目録とデータベースを作成す
る。 
 
（2）データベースの構築は、各都府県単位
（旧国制を配慮する）に関係文献を収集し、
墨書土器データを集成する。墨書土器は、主
に考古学の発掘調査によって出土するので、
地域において墨書土器等の出土文字史料に
詳しい研究者・発掘担当者らと連携して、墨
書土器関係の図書の調査、とりわけ発掘報告
書等の文献の悉皆調査が必要がある。 
 
（3）墨書土器情報のデータ（釈読文・実測
図、遺跡名・所在地・出土遺構・出土状況・
時期・器質・器種・寸法・記銘部位・記銘方
向・字体）を収集する。作業としては、各地
の墨書土器関係の情報（報告書・概報・地方
史誌等）を収集して表形式のデータを作成し、
それを電子媒体にしてホームページで公開
することになる。 
 
（4）墨書土器の歴史的意味を解明するため、
出土文字史料が豊富な下総国府・国分寺地域
（千葉県市川市）を対象に、地域研究を行う。
また、日本の墨書土器の特徴を究明するため
に、韓国・中国の墨書土器との比較を意識し
て、データベース作成の準備作業とする。 
 
４．研究成果 
 研究の基礎となる墨書土器関係の研究文
献目録は、大学図書館・博物館図書室や全国
各地の埋蔵文化財センター等において、研究
文献・報告書等を調査して作成している。現
在は 2180 点になっている。研究文献リスト
（墨書土器研究文献データベース）は引き続
き、明治大学の日本古代学研究所ホームペー
ジで更新したい。研究の基礎となり、また全
国の墨書土器調査・研究者のデータとして共
有したいので、最新情報を集成し継続して発
信していきたい。 
 墨書土器データベースとしては、画像付き
の詳細なデータベースは、山形県・茨城県（補



遺）・奈良県（平城京）・兵庫県（但馬国）・
広島県・鳥取県（因幡国・伯耆国）・鹿児島
県（薩摩国補遺）・鹿児島県（大隅国）を公
開した。このほか三重県・滋賀県・島根県・
岡山県がデータ集成が終わり、入力・点検中
であり、早期に公開できるように努めたい。 
 データベース構築の入力にはかなり時間
を要するが、大阪府・京都府め奈良県が入力
作業中である。また、データベースの基礎作
業として文献の悉皆調査が必要となってい
るが、学内で青森・宮城県・福島県の墨書土
器データの図書を収集中である。 
 その結果、平城宮・京と長岡京の宮都を含
め、西日本と東日本の地域的な比較研究が可
能となっている｡すでに各地の埋蔵文化財セ
ンター等で、出土した墨書土器の釈読にあた
り、本データベースが利用されている。現場
の担当者の調査・研究に資するところが多い
と判断している。 
 地域研究としては。主に千葉県市川市を対
象に、市川市史編纂と連携しているが、未公
開地域の地域研究者とデータベース構築の
打合せを行っている。 
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